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【２】

総
額
　
億
円
で
町
づ
く
り
を
展
開

各
種
事
業
を
着
実
に
進
め
る

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
（
町
に
入
っ
た
お
金
）
総
額
は
八

十
四
億
六
千
四
十
一
万
円
、
前
年
度

比
五
・
一
％
の
減
で
し
た
。
性
質
別

に
見
る
と
、
町
が
独
自
に
確
保
で
き

る
自
主
財
源
（
町
税
・
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
）
は
、
全
体
の
二
〇
・

六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
、

県
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
や
町
債

（
町
が
資
金
調
達
の
た
め
政
府
や
銀

行
か
ら
借
り
た
お
金
）
な
ど
の
依
存

財
源
の
割
合
は
七
九
・
四
％
。
十
三

年
度
と
比
べ
る
と
二
・
七
ン
ト
ポ
イ

自
主
財

源
が
増
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平成１４年度一般会計

８３

自
主
財
源
は
全
体
の
20
％

歳入

一般会計歳入・歳出決算状況

地方交付税
35億37万円
41.4％

町債
16億2,279万円

19.2％

国庫支出金
7億237万円

8.3％

県支出金
5億
7,172万円

6.8％

その他
3億1,684万円
3.7％

町税
11億2,401万円
13.3％

使用料
手数料など

6億2,231万円
7.3％

歳入総額
84億6,041万円

自 主 財
源
20
・
6
％

依

存
財
源

79・4 ％

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
二
日

か
ら
十
日
ま
で
開
か
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
会
計
の
収
支
は
、
歳
入
が
八
十
四
億
六
千
四
十
一
万
円
、
歳
出
が

八
十
三
億
四
千
二
百
二
十
一
万
円
で
、
差
し
引
き
一
億
一
千
八
百
二

十
万
円
が
十
五
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
を
下
回
り
、
歳
入
は
前
年
度
比
で
五
・
一
％
、
歳
出
が
五
・

三
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
景
気
の
低
迷
を
受
け
て
厳
し
い
財
政
事

情
が
続
く
中
、
第
七
次
総
合
発
展
計
画
の
二
年
目
と
な
っ
た
十
四
年

度
は
、
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
各
種
事
業
の
実
施
を
最
重
点
課
題
と
し

て
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
納
め
た
税
金
、
国
や
県
か
ら
お
金
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【３】

項
目
別
で
は
、
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
が
最
も
多
く
三
十
五
億
三
十
七

万
円
、
歳
入
全
体
の
四
一
・
四
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
町
債

で
十
六
億
二
千
二
百
七
十
九
万
円
。

山
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

や
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
の
起
債
の
ほ
か
、
臨
時
財
政

対
策
債
（
平
成
十
三
年
度
か
ら
三
年

間
だ
け
の
特
例
の
起
債
）
が
含
ま
れ

て
い
て
、
前
年
度
よ
り
一
三
・
七
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

三
番
目
に
多
い
の
が
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
で
十
一
億

二
千
四
百
一
万
円
、
十
三
年
度
と
比

べ
て
一
千
七
百
六
十
五
万
円
（
一
・

五
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
七
億
二
百
三
十
七

万
円
で
、
山
田
中
学
校
校
舎
改
築
事

業
の
完
了
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に

比
べ
四
四
・
五
％
の
大
幅
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
（
町
が
各
種
事
業
な
ど
に

使
っ
た
お
金
）
の
総
額
は
八
十
三
億

四
千
二
百
二
十
一
万
円
で
し
た
。

項
目
別
に
見
る
と
、
最
も
多
く
支

出
さ
れ
た
の
が
土
木
費
で
十
五
億
四

千
百
八
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主

な
使
い
道
と
し
て
長
林
大
浦
線
改
良

な
ど
の
道
路
新
設
改
良
に
一
億
六
千

五
百
一
万
円
、
柳
沢
北
浜
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
に
五
億
八
千
九
百
四

十
二
万
円
が
あ
り
ま
す
。
続
い
て
多

い
の
が
民
生
費
の
十
五
億
四
百
四
十

三
万
円
で
す
。
主
な
も
の
に
身
体
障

害
者
援
護
措
置
委
託
料
四
千
三
百
四

万
円
が
あ
り
ま
す
。

次
に
多
か
っ
た
の
は
教
育
費
で
十

一
億
二
千
四
百
六
十
七
万
円
で
す
。

前
年
度
比
三
〇
・
四
％
の
減
少
で
、

山
田
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
が
前
年

度
で
完
了
し
た
の
が
主
な
減
額
の
理

由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
務
費
は

〇
・
九
％
増
の
十
億
八
千
七
百
九
十

五
万
円
。
主
な
も
の
に
船
越
防
災
セ

ン
タ
ー
・
船
越
支
所
建
設
工
事
七
千

三
百
二
十
九
万
円
が
あ
り
ま
す
。

町
債
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費
は

九
億
九
千
二
百
四
十
二
万
円
で
前
年

度
と
比
較
す
る
と
五
千
四
百
二
十
九

万
円
（
五
・
八
％
）
増
え
ま
し
た
。

衛
生
費
は
六
・
九
％
増
の
五
億
九
千

四
百
五
万
円
。
斎
場
増
改
築
工
事
に

二
千
三
百
六
万
円
使
わ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
五
億
六
千
百
十
八

万
円
、
主
な
も
の
に
大
沢
、
田
の
浜

両
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
が
あ
り

ま
す
。
大
雨
の
災
害
に
伴
う
公
共
施

設
災
害
復
旧
事
業
の
増
に
よ
り
、
最

も
大
き
な
伸
び
率（
九
八
・
九
％
）と

な
っ
た
災
害
復
旧
費
は
、
二
億
五
千

九
百
七
十
三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

15
億
円
で
土
木
費
ト
ッ
プ

歳出

15
億
円

10

5
出
稼
ぎ
相
談
事
業
な
ど
の
運
営

に
使
わ
れ
た
経
費

商
工
業
の
振
興
や
観
光
施
設
整

備
に
使
わ
れ
た
経
費

町
議
会
の
運
営
の
た
め
使
わ
れ

た
経
費

災
害
で
被
害
を
受
け
た
公
共
施

設
の
復
旧
に
充
て
た
経
費

町
民
の
生
命
、
財
産
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
使
わ
れ
た
経
費

農
林
水
産
業
の
振
興
に
使
わ
れ

た
経
費

各
種
検
診
や
ご
み
処
理
の
た
め

に
使
わ
れ
た
経
費

事
業
を
行
う
た
め
借
り
た
お
金

の
返
済
に
充
て
た
経
費

一
般
事
務
費
や
選
挙
、
町
有
財

産
の
管
理
に
使
わ
れ
た
経
費

小
中
学
校
の
管
理
や
社
会
教
育

を
行
う
た
め
の
経
費

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
福

祉
向
上
の
た
め
に
使
っ
た
経
費

道
路
や
河
川
の
整
備
に
充
て
ら

れ
た
経
費

土
木
費

15
億
4
1
8
0
万
円

民
生
費

15
億
4
4
3
万
円

教
育
費

11
億
2
4
6
7
万
円

総
務
費

10
億
8
7
9
5
万
円

公
債
費

9
億
9
2
4
2
万
円

衛
生
費

5
億
9
4
0
5
万
円

農
林
水
産
業
費

5
億
6
1
1
8
万
円

消
防
費

4
億
4
4
2
5
万
円

災
害
復
旧
費

2
億
5
9
7
3
万
円

議
会
費

1
億
2
2
3
2
万
円

商
工
費

1
億
6
5
1
万
円

労
働
費

2
9
0
万
円

18.5％18.0％13.5％13.1％11.9％7.1％6.7％5.3％3.1％1.5％1.3％0.0％

歳出総額　83億4,221万円

今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています
今年２月に完成した山田中学校体育館。木のぬ
くもりが感じられる優しい造りとなっています



【５】

特
別
会
計
は
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保

健
、
介
護
保
険
、
簡

易
水
道
事
業
、
漁
業

集
落
排
水
処
理
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、

土
地
取
得
事
業
の
七

会
計
で
す
。
全
会
計

の
歳
入
総
額
は
六
十

一
億
六
百
三
十
一
万

円
、
歳
出
は
五
十
九

億
七
千
七
百
四
十
八

万
円
で
差
し
引
き
一

億
二
千
八
百
八
十
三

万
円
が
十
五
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
て

い
ま
す
。

７
会
計
で
１
億
2,800
万
円
の
繰
り
越
し

特別会計の決算状況

国
民
健
康
保
険

歳
出
は
二
十
億
四
千
五
百
七
十
四

万
円
で
、
前
年
度
比
六
・
七
％
の
減
。

こ
れ
は
、
会
計
年
度
区
分
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
十
四
年
度
の
歳
出
が
十

一
カ
月
の
予
算
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
が
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
と
き
の
支
払
い
に
充
て

る
保
険
給
付
が
、
歳
出
の
六
五
・

二
％
に
当
た
る
十
三
億
三
千
四
百
七

万
円
、
総
受
診
件
数
は
八
万
二
千
八

百
二
十
四
件
で
し
た
。
被
保
険
者
数

は
八
千
六
百
五
十
七
人
で
、
一
人
当

た
り
の
診
療
分
は
十
五
万
一
千
二
百

十
六
円
に
な
り
ま
す
。

歳
出
は
二
十
億
五
千
六
百
六
十
九

万
円
。
老
人
医
療
費
の
総
件
数
は
八

万
三
千
四
百
十
五
件
、
患
者
負
担
金

を
含
む
総
医
療
費
は
二
十
二
億
九
十

四
万
円
で
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、

件
数
で
は
八
千
六
百
七
十
二
件
（
一

一
・
六
％
）
増
え
、
金
額
で
は
三
千

二
百
二
十
三
万
円
（
一
・
五
％
）
の

老
人
保
健

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険

歳
出
は
十
億
三
千
八
百
八
万
円
で

し
た
。
こ
の
う
ち
保
険
給
付
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
の
支
払
い

に
充
て
る
お
金
）
は
十
億
一
千
百
四

十
二
万
円
。
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
、

月
平
均
五
百
九
十
二
人
で
し
た
。

簡
易
水
道
事
業

歳
出
は
一
億
三
千
六
十
四
万
円
で

し
た
。
豊
間
根
簡
易
水
道
配
水
管
布

設
替
工
事
に
四
千
四
百
六
十
八
万
円

が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

漁
業
集
落
排
水
処
理
事
業

漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
管
理

運
営
や
大
沢
と
田
の
浜
地
区
の
施
設

整
備
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。
下

水
管
渠き

ょ

布
設
工
事
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
設
置
工
事
に
三
億
五
千
二
百
十

万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
施
設
の
管
理
運
営
と

施
設
整
備
を
行
う
た
め
の
会
計
で

す
。
下
水
管
渠
布
設
工
事
に
三
千
八

百
七
十
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

土
地
取
得
事
業

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
の
運
営

管
理
の
適
正
を
図
る
た
め
の
会
計
で

す
。
土
地
開
発
基
金
繰
出
金
と
し
て

六
十
八
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

老人保健
20億6,372万円
20億5,669万円

介護保険
10億6,540万円
10億3,808万円 簡易水道事業

1億3,299万円
1億3,064万円

漁業集落排水処理事業
4億5,913万円
4億5,728万円

公共下水道事業
2億4,992万円
2億4,837万円

土地取得事業
68万円
68万円

特別会計の
決 算 額

歳入 ６１億 ６３１万円

歳出 ５９億７,７４８万円

国民健康保険
21億3,447万円
20億4,574万円

上段　歳入
下段　歳出

田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場
田の浜地区漁業集落環境整備
事業で整備された緑地広場

漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設漁村コミュニティ施設（大沢漁村センター）を建設
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線
改良された町道長林

大浦線改良された町道長林
大浦線

改良された町道長林
大浦線

【４】

一
般
会
計
の
歳
出
を
性
質
別
に
分

け
た
の
が
下
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

公
共
施
設
の
建
設
や
道
路
整
備
、

下
水
道
整
備
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の

快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
に
使

わ
れ
た
投
資
的
経
費
の
割
合
は
二

七
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

度
と
比
べ
る
と
、
四
・
五
ン
ト
ポ
イ

減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
山
田
中
学
校
校

舎
改
築
事
業
の
完
了
や
町
営
住
宅
柳

沢
団
地
建
替
事
業
な
ど
の
補
助
事
業

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。
消
費
的
経

費
は
五
〇
・
九
％
で
、
そ
の
う
ち
人

件
費
が
二
二
・
九
％
、
各
種
機
関
や

団
体
な
ど
へ
の
負
担
金
、
補
助
金
を

支
出
す
る
補
助
費
が
一
一
・
四
％
、

事
務
費
や
各
種
検
診
の
委
託
料
な
ど

に
充
て
る
物
件
費
が
八
・
九
％
、
未

就
学
児
の
福
祉
や
医
療
費
（
福
祉
的

要
素
の
強
い
も
の
）
に
充
て
る
扶
助

費
は
七
・
二
％
で
し
た
。
公
債
費
は

一
一
・
九
％
で
、
前
年
度
に
比
べ

一
・
二
ン
ト
ポ
イ

増
加
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
よ

り
一
層
の
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め

な
が
ら
、
今
日
の
複
雑
多
様
化
す
る

行
政
需
要
を
反
映
し
た
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
る

土 木 費

主な事業の決算額（単位：万円）
道路新設改良費16,501（長林大浦線改良工事
費9,052） 土地区画整理費58,942（区画道
路整備工事費11,138、北浜関谷線整備工事費
9,503、建物等移転補償費16,804） 公共下水
道事業特別会計繰出金10,713 町営住宅柳沢
第1団地建替事業（工事費）19,283

民 生 費

身体障害者援護措置委託料4,304 重度心身
障害者医療費給付費4,633 老人福祉費
37,423（老人保護措置委託料1,651、在宅介護
支援センター運営委託料1,456、町単独老人医
療費給付費2,411） 介護保険特別会計繰出金
14,735 民間保育所運営委託料24,396 母
子家庭等医療費給付費1,480

教 育 費

小学校教育用パソコンリース料312 スクー
ルバス運行委託料1,668 山田中学校屋内運
動場改築工事費39,311 中央公民館自主公演
委託料473 図書館費3,981 鯨と海の科学
館費2,984 野球場フェンスカバー設置工事
費103

総 務 費

宮古地区広域行政組合（総務関係）負担金
1,800 船越支所建設工事費817 防災マップ
作成業務委託料109 船越防災センター建設
工事費6,512 広報やまだ印刷製本費1,066
行政情報ネットワーク機器等購入費1,754
海外研修等旅行業務委託料705 県知事・県
議会議員選挙費505

公 債 費 町債償還元金75,071 利子24,168

衛 生 費

妊婦健診委託料253 胃ガン検診委託料557
循環器検診委託料2,177 斎場増改築工事費
2,306 合併処理浄化槽設置事業補助金1,019
宮古地区広域行政組合（衛生関係）負担金
33,508

農 林 水
産 業 費

町有林除間伐整備委託料357 岩手しいたけ
王国基盤強化事業補助金253 大沢漁業集落
環境整備事業費11,213 田の浜地区漁業集落
環境整備事業費9,451 漁村コミュニティ施
設建設工事費2,707 海洋深層水利活用調査
等検討委託料140

消 防 費
非常勤消防費3,624 消防施設費2,855（第4
分団消防ポンプ自動車購入費1,554） 宮古
地区広域行政組合（消防関係）負担金37,947

災 　 害
復 旧 費

農林水産業施設災害復旧費1,717 土木施設
災害復旧費23,308

議 会 費 議員報酬6,142 議会だより発行290

商 工 費 商工業振興費881 観光費2,686 旅行村管
理費3,663

労 働 費 出稼ぎ相談事業費63 勤労者体育施設費171

普通建設
事業費
24.8％

災害復旧費
3.1％

人件費
22.9％補助費

11.4％

物件費
8.9％

扶助費
7.2％

維持補修費
0.5％

公債費
11.9％

その他
9.3％

投資的経費
27・9％消

費
的
経 費 50・

9
％

その他21・2％ 性質別
歳出割合
100％

今年３月に船越防災センターとそれに
併設する役場船越支所が完成しました



【６】

和やかに金婚、敬老の集い

いつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きをいつまでも元気で長生きを

お
年
寄
り
の
方
々
に
感
謝
と
敬
意

を
表
し
、
長
寿
を
祝
い
励
ま
す
「
町

敬
老
会
・
金
婚
式
」
が
九
月
二
十
二

日
、
町
内
八
会
場
で
一
斉
に
開
か
れ

ま
し
た
。

金
婚
式
を
兼
ね
て
開
か
れ
た
同
敬

老
会
に
は
、
七
十
五
歳
以
上
（
昭
和

四
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方
、

二
千
六
百
五
十
三
人
と
結
婚
五
十
年

を
迎
え
た
ご
夫
婦
が
招
待
さ
れ
、
会

場
に
は
、
二
十
九
組
の
金
婚
夫
婦
を

含
む
総
勢
九
百
七
十
人
の
方
が
元
気

に
出
席
し
ま
し
た
。

山
田
地
区
で
は
、
開
会
に
先
立
ち

沼
崎
喜
一
町
長
が
「
皆
さ
ん
の
ご
長

寿
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
の
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上

の
割
合
は
二
五
・
六
％
で
、
本
町
も

高
齢
社
会
を
迎
え
ま
し
た
。
高
齢
社

会
で
は
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
元
気
な

方
々
の
力
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ

る
時
代
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
長
い
人

生
の
中
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
恵
や

経
験
を
、
地
域
の
中
で
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
来
年
も
敬
老
会
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
金
婚
夫
婦

が
紹
介
さ
れ
、
町
か

ら
祝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

戦
後
の
復
興
期
に

固
い
契
り
を
結
び
、

二
人
三
脚
で
歩
ん
で

き
た
皆
さ
ん
は
席
上

で
も
仲
良
く
肩
を
寄

せ
合
う
な
ど
、
そ
の

仲
む
つ
ま
じ
い
姿
が
半
世
紀
を
共
に

し
て
き
た
夫
婦
の
固
い
き
ず
な
を
感

じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん

ら
に
よ
る
心
尽
く
し
の
料
理
が
振
舞

わ
れ
た
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
地
元
の
園
児
や
小
学
生
ら
が
か

わ
い
ら
し
い
踊
り
や
歌
を
披
露
し
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
長
寿
を
祝
福
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
真
心
の
こ
も
っ
た
演

技
の
数
々
に
目
を
細
め
な
が
ら
、
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
で
長
寿
を
祝
福

平成１５年９月１日現在

大　沢

北浜町

山　田

八幡町

田の浜

山　田

田の浜

川向町

大　浦

境田町

後楽町

番　付

横　綱

大　関

関　脇

小　結

前頭1

〃 2

〃 3

〃 4

〃 5

〃 6

〃 7

大　沢

織　笠

織　笠

中央町

大　沢

境田町

中央町

豊間根

船　越

豊間根

〃

東　　　　　方

地　区 名 前（年齢） 名 前（年齢）

西　　　　　方

地　区

菊地こはる（102）

| 藤 ト ク（99）

佐藤忠太夫（99）

伊藤トモヘ（98）

山 i サ イ（98）

| 藤 善 一（98）

五十嵐将平（97）

上 野 シ ワ（97）

沼 崎 　 節（97）

白 ' 定（97）

鈴 木 サ タ（97）

鳥 居 熊 å（101）

昆 野 節 子（99）

! リ ヨ（98）

阿部ソノブ（98）

箱 石 ミ ワ（98）

安 西 ミ ツ（97）

沼 i 重 夫（97）

豊間根六右ェ門（97）

|々木ハナヨ（97）

長 澤 ヨ シ（97）

昆野傳之助（97）

金
婚
を
祝
っ
て
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
一
緒
に
な
っ
た

こ
ろ
は
、
今
の
よ
う
に

物
が
無
く
大
変
な
時
代
で
し
た
。
と

に
か
く
子
供
を
育
て
、
生
活
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
二
人
で
一
生

懸
命
働
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
た
め
か
五
十
年
と
い
う
歳
月
は

長
い
よ
う
で
短
い
も
の
で
し
た
。
け

ん
か
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
現
在
で

も
二
人
手
を
取
り
合
っ
て
養
殖
漁
業

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
一
番
の

幸
せ
で
す
。
今
日
の
金
婚
式
を
機
に

お
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
人
生

を
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

二
人
手
を
取
り
合
っ
て
50
年

佐々木等（77）・京（77）ご夫婦＝
大沢＝（昭和27年２月６日婚姻）

ひ と こ と

各会場では、出席者の最高齢者に花
束が贈られました（山田地区会場）

船越地区会場（船越防災センター）での集い



【７】

組
み
立
て
式
ス
テ
ー
ジ
を
購
入

自治会などに貸し出します

町
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」（
宝
く

じ
助
成
事
業
）
の
助
成
を
受
け

て
、
組
み
立
て
式
ス
テ
ー
ジ
を

購
入
し
ま
し
た
。
同
助
成
事
業

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

購
入
し
た
ス
テ
ー
ジ
は
、
一

ユ
ニ
ッ
ト
が
縦
一
・
八
�
、
幅

三
・
六
�
の
大
き
さ
で
、
最
大

の
十
八
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た

広
さ
は
、
百
十
六
平
方
�
。
会
場
の

規
模
に
応
じ
て
大
き
さ
や
形
を
自
由

に
組
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
ス
テ
ー
ジ
を
町
内
の
自
治
会
や

公
共
的
な
団
体
な
ど
に
、
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
活
動

な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ご
利
用
の
際
は
一
週
間
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
水

産
商
工
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一

内
線
二
三
四
）
へ
ど
う
ぞ
。

山田の魅力発信事業

山田の魅力発信事業実行委員会では、「アマチュア
ＬＩＶＥ」の出演者を募集します。ロックやポップス、
ジャズ、アカペラ、演奏だけなど、ジャンルは問いま
せん。お気軽にお申し込みください。
�開催日時　10月26日（日）午前11時～午後２時
�開催場所　山田町産業まつり特設ステージ
�募集数　５組
�演奏時間　20分
�申込方法　�出演者名�年齢�性別�連絡先�曲名
�曲数�楽器構成──を明記の上、Ｅメールかファ
クスでお申し込みください。
�申込期限　10月15日
�申込先・問い合わせ　山田の魅力発信事業実行委員
会事務局（山田町商工会内�82－2515 ファクス
82－0677 Ｅメールｙａｍａｄａ02@ｓｈｏｋｏｋａｉ.ｃｏｍ）へ。

１０月は土地月間

土
地
取
引
に
届
け
出
必
要
で
す

土
地
に
つ
い
て
考
え
よ

う
│
│
。
十
月
は
「
土
地

月
間
」、
一
日
は
「
土
地

の
日
」
で
す
。
土
地
は
、

国
民
生
活
や
産
業
活
動
に
不
可
欠
な

基
盤
で
あ
り
、
国
民
の
た
め
の
貴
重

な
資
源
で
す
。
ゆ
と
り
の
あ
る
住

宅
・
社
会
資
本
の
整
備
や
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
も
、

有
効
に
使
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

土
地
の
投
機
的
な
取
引

や
地
価
の
高
騰
を
防
ぐ
た

め
、「
国
土
利
用
計
画
法
」

で
一
定
面
積
（
都
市
計
画

区
域
内
は
五
千
平
方
�
以

上
、
同
区
域
外
は
一
万
平

方
�
以
上
）
の
土
地
を
取
得
す
る
場

合
は
、
県
知
事
へ
の
届
け
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
け
出
を
し
た
り
す
る
と
、
法
律

で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
、
契
約
日

以
後
二
週
間
以
内
に
届
け
出
を
済
ま

せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
け
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場

企
画
財
政
課
（
�
八
二
│
三
一
一

一
内
線
四
三
六
）
ま
で
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

１０月１１日
～１７日 違反建築防止週間

建築相談所を開設します

10月11日から17日まで、「違反建築防止週間」が実施
されます。これは、建築基準法の制度について認識して
いただき、安全で住みよい町づくりのために違反建築を
なくすことを目的として行うものです。
県では、週間行事の一つとして10月15日に県下全域で

建築物が法に適合した状態で建てられているかどうか、
一斉公開建築パトロールを実施します。
また、この期間中には建築相談所を開設し、建築に関

する各種相談に面接や電話で応じます。お気軽にご利用
ください。
�相談所の開設場所　宮古地方振興局土木部内（�64－
2221内線267）
�問い合わせ　役場都市計画課（�82－3111内線251）へ。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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購入した組み立て式ステージ（写真は、
４ユニットを組み合わせた大きさです）
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中
、
午
前
二
、
三
時
に
、
今
は
歳
で

す
か
ら
四
、
五
時
に
出
掛
け
ま
す
。

採
れ
な
い
日
は
も
う
行
く
の
は
や
め

よ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
気
が
付
く

と
早
起
き
し
て
準
備
し
て
い
ま
す
ね
。

★
健
康
の
秘
け
つ
は

健
康
の
た
め
特
別
な
こ
と
は
何
も

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
じ
っ
と
し
て
い

る
こ
と
が
嫌
い
な
の
で
、
常
に
体
を

動
か
し
て
い
る
こ
と
で
す
か
ね
…
。

★
最
後
に
一
言

夫
は
喘
息
の
持
病
が
あ
り
、
入
退

院
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
家
族
が
仲

良
く
暮
ら
し
、
孫
た
ち
と
一
緒
の
生

活
を
大
事
に
し
た
い
で
す
。

孫
と
一
緒
の
今
の
生
活
が
幸
せ

★
若
い
頃
の
仕
事
は

昔
は
学
校
か
ら
帰
る
と
家
の
農
作

業
を
手
伝
い
ま
し
た
。
結
婚
し
て
か

ら
は
、
炭
焼
き
や
養
蚕
、
葉
タ
バ
コ

栽
培
な
ど
何
で
も
や
り
ま
し
た
。
働

き
尽
く
め
の
人
生
で
す
が
苦
労
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

★
楽
し
み
は
何
で
す
か

山
歩
き
が
好
き
な
の
で
、
趣
味
と

仕
事
を
兼
ね
て
松
茸
採
り
に
出
掛
け

る
こ
と
で
す
。
若
い
頃
は
真
っ
暗
の

佐　藤　シヅ
　

ヨさん
（荒川・74歳）

八
月
も
夏
空
無
し
に
今
日
も
暮
れ

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
75
歳
）

祭
り
終
へ
笛
の
音
淋
し
く
山
車
帰
る

O
藤
照
男
（
川
向
町
・
？
歳
）

長
雨
と
日
照
り
不
足
の
冷
夏
に
て

と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
u
し
ぐ
れ

つ
ゆ
明
け
せ
ぬ
間
に
秋
深
し

道
化
師
（
荒
川
・
13
歳
）

夕
映
え
の
御
所
湖
の
ほ
と
り

つ
ぶ
ら
実
の

な
ゝ
か
ま
ど
紅
く
そ
よ
風
に
揺
る

み
え
こ
（
大
沢
・
83
歳
）

冷
夏
に
て
希
望
と
不
安
を
胸
に
抱
き

通
う
足
ど
り
つ
い
重
く

頭
た
れ
得
ぬ
稲
穂
か
な

百
々
花
（
荒
川
・
？
歳
）

月
を
見
て
　
だ
ん
ご
を
食
べ
て

夜
ふ
け
る

坂
本
裕
香
（
船
越
・
11
歳
）

霧
深
く
三
重
に
巻
い
て
も
余
る
秋

塩
屋
岬
の
歌
碑
は
濡
れ
ゐ
て

陽
子
（
織
笠
・
65
歳
）

賜
わ
り
し
岩
し
の
ぶ
草
愛
で
す
つ
つ

我
に
分
け
あ
ふ
心
や
さ
し
も

千
代
川
貞
（
大
沢
・
77
歳
）

秋
祭
り
豊
作
祈
り
し
童
心
で

ど
の
人
も
皆
幸
に
け
り

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

夕
暮
る
る
雨
の
晴
れ
間
に

ひ
ぐ
ら
し
の
冷
夏
の
山
に

わ
び
し
く
鳴
く
も

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
68
歳
）

彼
岸
入
り
心
静
か
に
祈
り
つ
つ

佐
々
木
ヱ
ミ
子
（
飯
岡
・
？
歳
）

金
子
竜
。（
？
）

山
内
菜
緒（
10
）

お
の
は
る
な（
５
）

き
ど
わ
き
る
な（
６
）

沼
崎
信
明（
16
）

平
石
凌（
９
）

甲
斐
谷
美
沙
樹（
10
）

山
崎
克
拓（
？
）

ぬ
ま
ざ
き
は
る
か（
７
）

ど
ー
も
、す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。（
13
）

ジ
ョ
ニ
ー
☆（
？
）

佐
藤
将
也（
７
）

佐
藤
孔
太（
５
）

箱
石
奨（
７
）

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
二
日
、
全
国
交
通
安
全
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
を
迎
え
て
、
福
田
内
閣
官

房
長
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が

催
さ
れ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
さ
ら
な

る
活
動
と
、
本
町
の
交
通
事
故
防
止

の
堅
い
決
意
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
齢
者
を
対
象
に
安
全

な
横
断
歩
道
の
渡
り
方
の
講
習
が
町

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大

型
モ
ニ
タ
ー
と
仮
設
の
横
断
歩
道
が

設
置
さ
れ
、
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ

れ
る
車
の
映
像
を
見
な
が
ら
横
断
歩

道
を
渡
る
テ
ス
ト
に
数
人
が
挑
戦
。

皆
さ
ん
の
前
で
緊
張
し
た
の
か
不
合

格
の
方
も
あ
り
ま
し
た
。
不
合
格
と

は
、
実
際
で
あ
れ
ば
車
に
は
ね
ら
れ

て
い
る
状
態
。
参
加
者
は
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
道
路
幅
を
七
�
と
し

た
場
合
、
渡
り
終
え
る
に
は
五
秒
か

ら
八
秒
か
か
り
ま
す
。
車
の
ス
ピ
ー

ド
を
六
十
�
と
す
る
と
、
そ
の
車
の

前
を
横
断
す
る
に
は
、
車
と
の
距
離

が
約
百
�
以
上
な
け
れ
ば
安
全
に
横

交
通
事
故
の
撲
滅
を
願
う

あべはやとくん
（山田町第一保育所・５歳）

【８】【９】

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
歩
行

者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
山
田
町

か
ら
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

間
も
な
く
全
国
秋
の
交
通
安
全
運

動
が
始
ま
り
ま
す
。
交
通
安
全
は
家

庭
か
ら
…
。

西
舘
�
（
船
越
・
？
歳
）

児
童
の
お
た
よ
り
に
感
謝

山
田
南
小
学
校
の
児
童
の
皆
様
、

新
年
と
敬
老
の
日
に
必
ず
お
は
が
き

を
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
、
わ
た
し
た
ち
老

人
の
体
を
心
配
し
て
く
だ
さ
る
文
面

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
元
気
で
す
か
、
寒
い
か
ら
か

ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
体
に
気
を
つ
け

て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
│
│
な

ど
と
書
い
て
あ
り
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
続
け
く
だ
さ
い
。

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
88
歳
）

秋
祭
り
で
町
の
活
性
化
を

意
地
悪
く
山
田
の
秋
祭
り
を
妨
害

す
る
か
の
よ
う
に
発
生
し
た
超
大
型

の
台
風
14
号
。
県
沿
岸
部
を
直
撃
す

る
と
山
田
八
幡
宮
や
大
杉
神
社
の
体

罰
を
受
け
て
は
大
変
と
言
い
た
げ
に

日
本
海
西
部
を
北
上
し
、
北
海
道
を

通
過
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
山

い
つ
か
ま
た
関
口
神
社
へ

関
口
神
社
の
�
奥
の
宮
�
が
と
っ

て
も
気
に
入
り
、
広
報
や
ま
だ
八
〇

秋
祭
り
見
に
行
け
ず
残
念

テ
レ
ビ
岩
手
の
秋
祭
り
Ｐ
Ｒ
番
組

を
見
て
十
年
ぶ
り
に
見
に
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
子
供
三
人
は
初
め
て

の
山
田
の
秋
祭
り
。
前
日
、
山
田
町

商
工
会
に
電
話
を
し
て
駐
車
場
の
場

所
を
聞
き
準
備
万
端
だ
っ
た
の
に
、

子
供
二
人
が
申
し
合
わ
せ
た
か
の
よ

う
に
熱
を
出
し
、
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ご
く
残
念
で
す
。

佐
々
木
久
美
子
（
田
老
町
・
28
歳
）

二
号
に
投
稿
し
た
わ
た
し
で
す
。

奥
の
宮
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
話

を
聞
い
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
奥
の

宮
の
洞
穴
は
大
槌
町
金
沢
の
和
合
と

い
う
所
の
道
に
出
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
洞
穴
の
中
は
人
が
通
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
小
動
物
が
行
き
来

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
い
つ
か
ま
た

奥
の
宮
に
カ
メ
ラ
持
参
で
行
き
た
い

で
す
。
和
合
に
も
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

黒
澤
頼
江
（
船
越
・
？
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

鏡
餅
か
さ
ね
か
さ
ね
て
老
い
を
し
り

無
事
敬
老
の
今
朝
を
迎
へ
て

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
78
歳
）

田
は
絶
好
の
快
晴
。
祭
り
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
わ
た
し
た
ち
町
民
は
胸

を
な
で
下
ろ
し
た
の
で
し
た
。
祭
り

の
巡
行
パ
レ
ー
ド
は
見
る
者
の
手
に

汗
を
に
じ
ま
せ
る
な
ど
、
圧
巻
で
し

た
。
国
道
45
号
の
交
通
規
制
も
ス

ム
ー
ズ
で
、
う
回
路
の
三
陸
縦
貫
自

動
車
道
山
田
道
路
の
効
果
も
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
踊
り
手
と

町
民
の
観
衆
と
の
一
体
感
に
心
を
打

た
れ
た
と
同
時
に
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
き
ず
な
を
町
の
活
性
化
に
反
映
さ

せ
た
い
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

町
勢
の
不
況
を
飛
ば
す
秋
祭
り

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
78
歳
）

元気なばあちゃん── vol.
4元気なばあちゃん

フラワー�（11）

ね

だ

し

み

だ

こ
う
べ

え

き
り

み

え

み
さ
き

ひ

ぬ



今月の題字
芳賀ゆうきくん
（豊間根小2年）

山田中学校記念碑「希望が丘に立つ」が、同校に建立され、
9月12日、関係者40人が出席して除幕式が行われました。
同校新校舎の完成を機に、昭和40年に統合中学校が「希望
が丘」に建設されたゆえんを記念碑に記し、後世に語り継
いでいこうと地元有志により建立されたもので、碑文は、
校舎建設地を「希望が丘」と命名した新生山田町の初代町長
|藤善一氏に作成を依頼。碑には校舎建設地を定めた経緯
や人類の幸福を祈る文が刻まれました。式では、初代教育
長の山崎良三郎氏と松尾光信教育長の手により静かに白布
が取り除かれ、出席者は記念碑の完成を祝い合いました。

9月13日と14日、「シーカヤックジャンボリー2003 in
山田」が山田湾で開催されました。シーカヤック愛好者の
マナー向上と交流を目的に三陸カヤックス（草山雅之代表）
が開いたもので、県内外から40人が参加。同クラブ会員の
指導で、漁場付近での航行上の注意点などの説明を受けな
がら、浦の浜海水浴場から大島までのツーリングを楽しみ
ました。昼食には地元の魚介類を使った海鮮バーベキュー
も用意され、参加者は山田の自然と味覚を満喫していました。

八千代地区自治会（吉川義男会長・86世帯）の恒例行事「ひ
まわり品評会」が8月31日、豊間根生活改善センターで開
かれました。共通の話題で地区の親ぼくを深めようと行わ
れているもので、今年で15回目。同自治会の行事の見直し
などにより、今回が最後の開催となりました。品評会には
各家庭で丹精込めて育てた色鮮やかなヒマワリ52点が勢ぞ
ろい。大きさや形、肉厚などを基準に審査が行われた結果、
芳賀優輝君（豊間根小2年）が最優秀賞に輝きました。

【１１】

自治会
八千代「ひまわり品評会」を開催

共通の話題で親ぼく深める

本町でシーカヤック交流会

山田の自然と味覚を満喫

記念碑
山田中「希望が丘に立つ」の除幕式

校舎建設地のゆえんを後世に 9月24日、県漁村青壮年研究グループ連絡協議会下閉伊
支部（前山一彦部長）では、特別養護老人ホーム平安荘を訪
れ、新鮮な魚介類を贈りました。「海の幸一握り運動」とし
て行われているもので、今年で17回目。贈呈式では、副部
長の阿部豊さん（大沢養殖研究会会長）がホタテやワカメな
どを入所者に手渡しました。その後、山田湾、織笠両漁協
婦人部による踊りや歌も披露され、入所者の皆さんは手拍
子を打つなど、心からの温かいもてなしに大喜びでした。

【１０】

山田八幡宮と大杉神社の例大祭が9月14日と15日に行わ
れ、町中が笛や太鼓の祭りばやしに包まれました。14日は、
山田八幡宮のみこしが金色の光を放ちながら町を練り歩き、
沿道に詰め掛けた観衆を魅了。15日の大杉神社例大祭では、
名物の海上渡御が行われ、勢いよくみこしが一気に海にな
だれ込むと大きな歓声が沸き上がりました。3年目となる
今年も山田町商工会青年部（梶山正敏部長・部員23人）ら
が中心となり、「山田の魅力発信事業」を展開。ＪＲ陸中山
田駅前（北側）広場に設けられた特設会場「お祭り広場」
では、みこしの渡御や町内外の郷土芸能が披露されるなど、
終日大勢の家族連れでにぎわいを見せていました。

山田八幡宮・大杉神社例大祭

町を包む伝統の祭りばやし

研究グループ
県漁村青壮年 平安荘に魚介類を贈呈

新鮮な海の幸食べ長生きを

金色の光を放ちながら町を練り歩く八幡宮のみこし。沿
道や「お祭り広場」に詰め掛けた観衆を魅了しました

祭り巡行に合わせて歩行者天国になった
国道で、華麗な舞を演じる八幡大神楽

「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞
「お祭り広場」の特設ステージ
で勇壮な舞を演じる境田虎舞



【１２】

九
月
六
日
、
豊
間
根
地
区
で

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
山
田
町
で
は
、
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
記
録
を
更
新
中
で
、
岩

手
県
内
三
位
だ
っ
た
千
二
百
四

十
四
日
の
記
録
は
残
念
な
が
ら

途
切
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
外
の
方
に
起
因
し
た
事
故
で

し
た
の
で
、
交
通
安
全
に
関

わ
っ
て
き
た
関
係
者
は
悔
し
い

思
い
を
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
素
晴
ら
し
い

実
績
に
対
し
て
県
警
本
部
長
か

ら
何
回
か
賞
賛
状
を
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
ゼ
ロ
か

ら
の
出
発
で
す
。
初
心
に
返
っ

て
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

九
月
二
十
二
日
、
町
内
一
斉

に
「
敬
老
会
・
金
婚
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
長
寿

者
番
付
を
見
る
と
、
東
の
横
綱

は
百
二
歳
、
前
頭
以
上
に
格
付

け
さ
れ
た
九
十
七
歳
以
上
の
方

は
二
十
二
人
で
す
。
ま
た
、
金

婚
式
招
待
者
は
五
十
一
組
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
祝
い

を
通
じ
て
先
輩
の
皆
さ
ま
か
ら
、

む
し
ろ
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
た

思
い
で
し
た
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

場　　　　　　所時　　　　　間日

10
月
21
日
（
火
）

10
月
22
日
（
水
）

10
月
23
日（
木
）

場　　　　　　所時　　　　　間日

10
月
23
日
（
木
）

10
月
24
日（
金
）

午前 9 時～ 9 時10分
〃 9 時25分～ 9 時35分
〃 9 時45分～ 9 時55分
〃 10時 5 分～10時15分
〃 10時25分～10時35分
〃 10時45分～10時55分
〃 11時 5 分～11時15分
〃 11時25分～11時35分
〃 11時45分～11時55分
午後 1 時10分～ 1 時20分
〃 1 時半～ 1 時40分
〃 1 時50分～ 2 時
〃 2 時10分～ 2 時20分
〃 2 時半～ 2 時40分

田名部林業担い手センター
上豊間根青年会館前
日当・佐々木榮さん宅付近
山内橋付近
船石橋付近
馬鞍コミュニティセンター前
荒川公民館前
羽々の下コミュニティセンター前
白山橋付近
桜野・健康増進センター前
繋集落センター前
島田活動センター前
長内コミュニティセンター前
役場豊間根支所前

午前 9 時～ 9 時10分
〃 9 時20分～ 9 時半
〃 9 時35分～ 9 時45分
〃 9 時50分～10時
〃 10時10分～10時20分
〃 10時半～10時40分
〃 10時50分～11時

山谷コミュニティセンター前
新開地・佐藤勝ーさん宅付近
鈴木商店付近
大和水産倉庫付近
浜川目バス停付近
勤労者体育センター前
大網定置事務所付近

〃 11時 5 分～11時15分
〃 11時25分～11時35分
〃 11時45分～11時55分
午後 1 時10分～ 1 時20分
〃 1 時25分～ 1 時35分
〃 1 時40分～ 1 時50分
〃 2 時～ 2 時10分
〃 2 時15分～ 2 時25分
〃 2 時35分～ 2 時45分
〃 2 時55分～ 3 時 5 分

柳沢第1 団地Ｂ棟前
北浜防災センター前
山田漁村センター前
関口農業担い手センター前
関口児童館前
関谷林業担い手センター前
飯岡商店付近
かもめ公園前
みなとトイレ付近
保健センター前

午前 9 時40分～ 9 時50分
〃 9 時55分～10時 5 分
〃 10時15分～10時25分
〃 10時半～10時40分

小谷鳥バス停付近
大浦簡易郵便局付近
浦の浜海水浴場駐車場
船越小学校下

午前10時50分～11時
〃 11時10分～11時20分
〃 11時25分～11時35分
午後 1 時20分～ 1 時半
〃 1 時35分～ 1 時45分

船越漁村センタ－前
山の内生活改善センタ－付近
ＪＲ岩手船越駅前
役場船越支所前
長林・やまびこ公園付近

〃 1 時55分～ 2 時 5 分
〃 2 時15分～ 2 時25分
〃 2 時35分～ 2 時45分

農協旧織笠支店前
織笠漁協前
細浦ブロックセンタ－前

午前 9 時10分～ 9 時半
〃 9 時40分～ 9 時50分
〃 10時～10時15分
〃 10時25分～10時45分
〃 10時55分～11時10分
〃 11時20分～11時半

外山ブロックセンター前
落合橋付近
田子の木生活改善センター前
馬指野集落センター前
猿神農業担い手センター前
織笠・新田集落センター前

生
後
91
日
以
上
が
対
象
で
す

秋
季
狂
犬
病
予
防
注
射
が
表
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
。
生
後
九
十
一
日

以
上
の
犬
は
毎
年
一
回
、
必
ず
予
防

注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
料
金
　
登
録
済
み
の
犬
（
平
成
七

年
四
月
一
日
以
後
に
登
録
し
た

犬
）…
三
千
百
円（
注
射
代
）

未

登
録
の
犬
…
六
千
百
円
（
注
射
代

三
千
百
円
、
登
録
料
三
千
円
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
生
活
環
境
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
二
二

二
）
へ
ど
う
ぞ
。

犬
の
登
録
は
生
涯
�
回

犬
の
登
録
は
生
涯
一
回
で
す
。
た

だ
し
、
犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所

在
地
や
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
り
し
た

場
合
に
は
、
三
十
日
以
内
に
役
場
へ

の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
登

録
・
注
射
を
受
け
な
い
な
ど
の
場
合

に
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



【１３】

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

☆締め切り＝10月20日（20日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ａ、②－Ｃ、
③－Ｂ、④－Ｃ、⑤－Ｂでした。応
募者数は51通で正解は46通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝上野美波（10） 長崎＝鈴木

佳奈子（35） 飯岡＝箱石奨（７）、
山崎ミツ（75） 船越＝福舘アキナ（11）
大浦＝川端洸成（11）、岡市智子（59）
織笠＝昆隆広（35） 大沢＝斉藤三枝
（33） 荒川＝佐々木大（13）

〈敬称略〉

■
十
月
一
日
付

◆
企
画
財
政
課

▽
主
任
（
議
会
事
務
局
同
）
昆
健
祐

▽
主
事
（
社
会
教
育
課
同
）
加
藤
紀

彦
◆
税
務
課

▽
主
任
（
農
業
委
員

会
事
務
局
同
）
花
坂
惣
二
▽
主
事

（
保
健
福
祉
課
同
）
佐
々
木
政
良
◆

町
民
課

▽
副
主
幹
兼
主
査
（
学
校

教
育
課
同
）
佐
々
木
勝
子
◆
保
健
福

祉
課

▽
主
事
補
（
総
務
課
同
）
昆

省
吾
◆
情
報
課

▽
主
事
（
企
画
財

政
課
同
）
佐
々
木
和
哉
◆
船
越
支
所

▽
主
査
（
情
報
課
同
）
福
士
優
子
◆

議
会
事
務
局

▽
主
任
（
企
画
財
政

課
同
）
川
守
田
正
人
◆
農
業
委
員
会

事
務
局

▽
主
事
（
町
民
課
同
）
志

和
一
実
◆
学
校
教
育
課

▽
主
事

（
船
越
支
所
同
）
加
藤
大

■
九
月
十
九
日
付

▽
総
務
課
付

（
情
報
課
主
査
）
湊
幸
信

町
職
員
の
人
事
異
動

町では、柳沢北浜地区土地区画
整理事業地内に整備予定の河川や
道路、公園の整備計画に、町民の
皆さんのアイデアを生かすため、
ワークショップ（計画案作り集会）
に参加する会員を募集します。
ワークショップとは、一つの大き
な目標に向かって、多くの方々が
知恵や夢を出し合い、何かを作り
上げていく機会や場のことをいい

ます。住民参加による住民のため
の暮らしやすい町づくりを進める
ため、ワークショップでアイデア
を出し合いましょう。
�募集対象　山田北小学校学区内
に住む小学生から一般まで
�募集人員　30人（定員になり次
第締め切ります）
�開催期日　11月下旬から来年３
月中旬までに４回程度開催
�開催場所　北浜防災センター、
土地区画整理地内の現場
�申込先・問い合わせ　10月15日
までに役場都市計画課（�82－
3111内線252）へどうぞ。

「
山
田
の
お
祭
り
写
真
展
」開
催

家
族
な
ど
で
鯨
館
へ
出
掛
け
よ
う

鯨
と
海
の
科
学
館
で
は
、「
山
田

の
お
祭
り
写
真
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
室
に
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
懐

か
し
い
も
の
か
ら
現
在
の
も
の
ま
で
、

町
内
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭

り
に
関
す
る
写
真
九
十
点
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
ご
家
族
な
ど
で
ご
来
館
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
館
で
は
十
月
を

町
民
入
館
無
料
月
間
と
し
、
町
民
に

限
り
入
館
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間
　
十
月
一
日
〜
三
十
一

日
（
毎
週
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

▽
開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
四

時
半

▽
問
い
合
わ
せ
　
鯨
と
海
の
科
学
館

（
�
八
四
│
三
九
八
五
）へ
ど
う
ぞ
。

ワークショップ会員を募集

区画整理事業計画に
皆さんのアイデアを

昭和30年代前半の魚賀波間神社例大祭。下条地区の
漁港に集まる印担ぎ（しるしたんなぎ）の若者たち

�平成14年度の一般会計の歳出で、
最も多く使われたのは次のどれ？
�土木費　�民生費　�教育費

�９月22日に開かれた「町敬老会・
金婚式」の参加人数は？
�907人　�970人　�977人

�10月11日から17日まで実施される
のは次のどれ？
�違反建築防止週間
�違反住宅防止週間
�違反土地利用防止週間

�県漁村青壮年研究グループ連絡協
議会下閉伊支部が毎年行っている
「海の幸一握り運動」は、今年で
何回目？
�15回目　�16回目　�17回目

�今号の健やか赤ちゃん16人のうち、
男の子は何人？
�５人　�６人　�７人



母親教室 10、21日 午後1時半～3時半 妊娠中の方
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申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

���月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （��月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

道又医院 〃 午前8時半～11時 随時（電話で予約） 82－3522

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線165）
へご連絡ください。

ひよこ教室 24日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課（�82－3111内線161、
165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

今冬再び、新型肺炎ＳＡＲＳの流行が心配されて
います。ＳＡＲＳはインフルエンザと良く似た症状
を伴いますが、流行地域から帰国後10日以内に38度
以上の急な発熱やせき、息苦しさなどの症状があり、
患者と接触した場合などに感染が心配されます。感
染したと思われる場合には、医療機関で受診する前
に宮古保健所か役場保健福祉課に電話などで状況を
説明し、指示に従ってください。たとえＳＡＲＳに
感染した人と接触したり、ウイルスが付いたものに
触れたりしても、こまめに手洗いをしていれば、感
染を防ぐことができます。手洗いやうがい、マスク
の着用などで適切な予防を心掛けましょう。

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

���月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、歯ブラシ（３歳児健診と１歳６カ月児健診
の該当者）、幼児の上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。
�３歳児健診該当者には、３歳３カ月ころに通知します。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

1歳6カ月児健診 23日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

3 歳 児 健 診 29日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

6 カ 月 児 相 談 16日 午前9時～9時半 15年 3 月生まれ

10 カ月児健診 〃 午後1時～1時半 14年12月生まれ

3 カ 月 児 健 診 30日 午後1時～1時半 15年 6 月生まれ

健 康 相 談 7、21日 午前10時～正 午 一般町民
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８日に健康講演会あります
町では、「膝関節や腰の痛みの

予防講話と実技指導会」を開催し
ます。膝や腰の痛みは、正しい生
活習慣や適度な運動で予防するこ
とができます。当日は講話と簡単
な実技の指導を行いますので、動きやすい服装で
お気軽にご参加ください。
�日時　10月８日（水）午後１時半～
�場所　町保健センター
�講師　湊谷浩之さん（加藤病院理学療法士）
�問い合わせ　役場保健福祉課（内線165）へ。



【１５】

��月の町長面談日
と　き １０月１６日（木）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

各種相談あります
お気軽にご相談を

乳幼児療育相談
�日時　10月17日（金）

午後１時半～４時
�場所　町保健センター
�内容　医師による診察、生活
指導、育児相談など
�指導　伊東宗行さん（みちの
く療育園園長）
�申込先・問い合わせ　10月10
日までに役場保健福祉課（内
線166）へどうぞ。
無料法律相談
母子家庭や寡婦を対象とした

無料法律相談が開かれます。法
律上の問題でお困りの方は、お
気軽にご相談ください。
�期日　10月22日（水）

午前10時～午後３時
�場所　宮古地区合同庁舎
�相談員　弁護士
�申込期限　10月14日
�問い合わせ　役場保健福祉課
（内線132）へどうぞ。

地域の木使用した
家の見学会を開催

宮古・下閉伊モノづくりネッ
トワーク林産部会では、地域の
木を使った家の良さを実感して
いただくため、見学会を開催し
ます。どうぞご参加ください。
�日時　10月18日（土）

午前10時～午後３時
�内容　木の伐採現場、地域の
木を使った住宅の建築現場、
製材所の見学
�参加料　無料
�定員　15人
�申込先・問い合わせ　宮古地
方振興局林務部（�64－2215）
へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

「民謡の集い」が
26日に開かれます

町民芸術祭「民謡と踊りと詩
吟の集い」が開かれます。
�日時　10月26日（日）

午後５時～
�場所　町中央公民館大ホール
�入場料　500円
�入場券発売日　10月７日
�入場券取扱所　町中央公民館、
役場各支所、文具マツモト、
菊屋薬局（中央町）、山田
ハットリ
�問い合わせ　町教育委員会文
化係（内線624）へどうぞ。

建築形態の規制に
皆さんのご意見を

県では、建築基準法の改正に
より、都市計画区域内の用途地
域が定められていない地域（白
地地域）における建築形態規制
（建築物の容積率・建ぺい率な
ど）を、土地利用の実態に即し
た見直し作業を進めてきまし
た。このほど見直し案がまとま
りましたので、縦覧などの上、
皆さんのご意見をお聞かせくだ
さい。寄せられたご意見に対し
ての県の考え方はホームページ
に掲載を予定しています。
�縦覧期間
10月10日～11月10日

�縦覧場所　県庁建築住宅課、
宮古地方振興局土木部建築指
導課、役場都市計画課
※岩手県のホームページでもご
覧いただけます。
�住民説明会　日時…10月18日
（土）午後４時～　場所…宮
古地方振興局
�意見の提出方法　意見と住所、
氏名、電話番号を書いて郵便、
ファクス、Ｅメールで提出
�意見の提出期限　11月10日
�提出先・問い合わせ　県建築
住宅課（〒020－8570盛岡市
内丸10番１号　�019－629－
5936 ファクス019－651－
4160 ＥメールＡＧ0009 @
ｐｒｅｆ.ｉｗａｔｅ.ｊｐ）へどうぞ。

オランダ講座に
参加しませんか

�日時　10月６日（月）
午後７時～９時

�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�内容　スライドを使用したオ
ランダの概要説明、あいさつ
程度のオランダ語の指導
�講師　コニー・ヨングブルッ
ドゥさん（日蘭交流協力者）
�問い合わせ　山田町日蘭交流
友の会事務局（役場総務課内
�82－3316）へどうぞ。

フリーマーケット
出店者募集します

�日時　10月26日（日）
午前10時～正午

�場所　みやこ広域リサイクル
センター
�出店料　無料
�募集店舗　30店
�申込期限　10月16日
�申込先・問い合わせ　みやこ
広域リサイクルセンター（�
63－7753）へどうぞ。

25日に東京で就職
面談会開催します

�日時　10月25日（土）
午後１時～４時

�場所　六本木ジョブパーク
�対象　県内へＵ・Ｉターン就
職を希望する社会人や来春卒
業予定の大学生など
�内容　県内に事業所を持つ企
業による個別面談、就職相談、
就職情報の提供など
�問い合わせ　財団法人ふるさ
といわて定住財団（�019－
653－8976）へどうぞ。

戦没者の妻などに
特別給付金を支給

国では、戦没者などの妻およ
び父母などの皆さんへ、新たに
特別給付金を支給します。対象
となる方は請求手続きを行って
ください。
�対象
・平成５年４月１日から平成15
年３月31日までの間に夫が死
亡したことにより、平成15年
４月１日において公務扶助料
や遺族年金などを受ける権利
を有している妻
・平成８年に最終償還を終えた
戦傷病者妻特別給付金を受け
ていた方で、夫である戦傷病
者が平成５年４月１日から平
成８年９月30日までの間に死
亡したことにより、平成15年
10月１日において公務扶助料
や遺族年金等を受ける権利を
有している妻
・平成５年４月１日から平成15
年３月31日までの間に子また
は孫が死亡したことにより、
平成15年４月１日において公
務扶助料や遺族年金などを受
ける権利または資格を有し、
かつ平成15年９月30日までの
間に氏を同じくする子も孫も
有するに至らなかった父母な
ど
�請求期限　平成18年10月２日
�請求手続先・問い合わせ　役
場保健福祉課（内線133）へ。

行政相談あります
と　き １０月１６日（木）

午前10時～正午
ところ　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。
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町民のうごき
（ 8 月 1 日～31日）

�出生……１０人 �転入……５６人　

�死亡……１９人 �転出……４１人　

�人口…２１,３３７人（今月増 ６人）

男…１０,２５１人 女…１１,０８６人

�世帯数………………７,２６５世帯

花坂明
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（山田・政彦・女）

貫 洞 柊
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侑
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（田の浜・祥子・男）

松 下 t
こう

立
りゅう

（豊間根・満・男）

渡 辺 真
ま

�
りん

（船越・悟・女）

８月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 芳賀なぎさ（力・女）、佐野真

しん

之
の

介
すけ

（和広・男）、及川太
たい

晴
せい

（新吾・男）、石岡和
の

乃
の

愛
あ

（伸・女）、阿部希
きら

輝
ら

（民王・女）、山�汐
きよ

公
とも

（公生・男）
�田の浜 長根凌

り

菜
な

（宏・女）
�大浦 川村若

わか

奈
な

（信彦・女）
�大沢 上澤知

とも

征
ゆき

（篤・男）
�豊間根 吉川奈

な

々
な

（義浩・女）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 O藤シモ（95）、上野政見（71）、
O々木源六（80）、貫洞壽子（53）、山�亨（69）、
堀合淳一（56）
�船越 松�良s（96）
�大浦 川村安雄（62）
�織笠 阿部ヱキ（89）、阿部マリ子（62）
�大沢 東谷長福（76）、O藤マツヨ（92）
�石峠 岡田孝一（80）
�荒川 佐々木クマ（85）
�豊間根 佐々木京子（55）

箱 石 由
ゆ

菜
な

（大沢・剛弘・女）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

箱 石 　 扉
とあす

（大沢・勘司・男）

佐 藤 摩
ま

南
な

（長崎・正彦・女）

ピ

ン

ボ

ケ

健やか赤ちゃん登場
毎月掲載します。
今月は10月生まれ
の赤ちゃんです。
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に
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し
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・
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・
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す
。

幸 優

佐 藤 光
みつ

浩
ひろ

（飯岡・信行・男）

漉 磯 李
り

沙
さ

（大浦・秀一・女）
佐々木麻

ま

里
り

（長崎・正行・女）

岡 田 愛
あい

海
み

（豊間根・泰章・女）

佐々木優
ゆ

依
い

（飯岡・正行・女）
高橋真

ま

那
な

斗
と

（飯岡・貴記・男）
松 崎 寧

ね

緒
お

（豊間根・宏幸・女）
菊池健

けん

太
た

郎
ろう

（長崎・傑・男）

１０月１８日（土）・１９日（日）午前６時～

秋の大掃除
みんなの協力で環境美化に努めましょう


